
経済の

読み解く

生産性新聞生産性新聞

メ

デ

ィ

ア

と

世

論

の

現

在

地

⑤

ｔｈ

Ｊ

Ｐ

Ｃ

�

ク

ロ

ニ

ク

ル

�

／

価

値

創

造

の

現

場

⑦

令

和

版

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

＜

下

＞

経

済

の

転

換

点

を

読

み

解

く

⑦

詳

報

サ

ー

ビ

ス

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

挑

戦

⑩

　

人

手

不

足

の

常

態

化

や

Ａ

Ｉ

（

人

工

知

能

）

の

急

速

な

普

及

が

、

企

業

経

営

や

働

き

方

を

大

き

く

変

え

よ

う

と

し

て

い

る

。

こ

う

し

た

変

化

を

踏

ま

え

、

全

国

労

働

組

合

生

産

性

会

議

（

全

労

生

）

議

長

で

電

機

連

合

会

長

の

神

保

政

史

氏

は

６

月

�

日

、

生

産

性

新

聞

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

で

、

「

人

へ

の

投

資

で

生

産

性

を

高

め

、

そ

の

成

果

を

社

会

全

体

で

分

か

ち

合

う

経

済

へ

の

転

換

が

必

要

だ

」

と

述

べ

、

生

産

性

運

動

の

重

要

性

を

強

調

し

た

。

（

肩

書

き

は

取

材

当

時

）

（

詳

報

２

面

）

出所：内閣府月例経済報告から転載

■

Ａ

Ｉ

時

代

に

こ

そ

生

産

性

運

動

　

神

保

氏

は

、

「

雇

用

の

維

持

・

拡

大

」

「

労

使

の

協

力

と

協

議

」

「

成

果

の

公

正

な

分

配

」

を

柱

と

す

る

生

産

性

運

動

三

原

則

に

つ

い

て

、

「

�

年

前

の

原

則

だ

が

、

Ａ

Ｉ

時

代

の

い

ま

、

そ

の

意

義

は

一

層

高

ま

っ

て

い

る

」

と

述

べ

た

。

さ

ら

に

、

「

生

産

性

向

上

は

効

率

化

だ

け

で

は

な

い

。

人

へ

の

投

資

を

通

じ

て

企

業

と

働

く

人

が

と

も

に

成

長

し

、

そ

の

成

果

を

社

会

全

体

で

分

か

ち

合

う

た

め

の

考

え

方

だ

」

と

語

り

、

「

技

術

が

進

歩

し

て

も

、

価

値

を

生

み

出

す

主

体

は

人

で

あ

る

こ

と

に

変

わ

り

は

な

い

」

と

指

摘

し

た

。

■

賃

上

げ

定

着

へ

中

小

企

業

が

鍵

　

今

年

の

春

季

労

使

交

渉

で

は

、

電

機

連

合

も

要

求

、

妥

結

と

も

近

年

最

高

水

準

と

な

り

、

ベ

ア

は

平

均

約

１

万

５

０

０

０

円

、

各

社

の

賃

金

制

度

に

よ

る

昇

給

な

ど

を

含

め

る

と

年

間

６

～

７

％

規

模

の

賃

金

改

善

と

な

っ

た

。

実

質

賃

金

も

上

昇

し

て

い

る

（

＝

グ

ラ

フ

参

照

）

。

神

保

氏

は

「

物

価

上

昇

を

上

回

る

賃

上

げ

は

、

成

長

と

分

配

の

好

循

環

に

向

け

た

大

き

な

前

進

」

と

評

価

す

る

と

と

も

に

、

「

こ

の

流

れ

を

一

過

性

で

終

わ

ら

せ

て

は

な

ら

な

い

」

と

強

調

し

た

。

　

持

続

的

な

賃

上

げ

の

実

現

に

は

、

中

小

企

業

へ

の

波

及

が

重

要

だ

。

神

保

氏

は

「

価

格

転

嫁

が

十

分

進

ま

な

い

企

業

も

多

い

。

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

で

適

正

な

価

格

形

成

を

進

め

な

け

れ

ば

、

継

続

的

な

賃

上

げ

は

難

し

い

」

と

課

題

を

挙

げ

た

。

■

Ａ

Ｉ

活

用

へ

学

び

直

し

推

進

　

Ａ

Ｉ

に

つ

い

て

は

、

「

仕

事

を

奪

う

存

在

で

は

な

く

、

生

産

性

を

高

め

る

道

具

と

し

て

使

い

こ

な

す

こ

と

が

重

要

」

と

し

、

電

機

連

合

で

は

、

こ

の

課

題

へ

の

対

応

の

一

つ

と

し

て

、

Ａ

Ｉ

活

用

ス

キ

ル

の

向

上

を

労

使

共

通

の

課

題

に

挙

げ

た

。

米

マ

イ

ク

ロ

ソ

フ

ト

（

Ｍ

Ｓ

）

と

連

携

し

た

生

成

Ａ

Ｉ

の

リ

ス

キ

リ

ン

グ

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

組

合

員

に

提

供

す

る

準

備

を

進

め

て

い

る

。

　

最

後

に

神

保

氏

は

、

日

本

経

済

を

持

続

的

な

成

長

に

つ

な

げ

る

に

は

、

労

使

の

信

頼

関

係

が

こ

れ

ま

で

以

上

に

重

要

に

な

る

と

指

摘

。

生

産

性

運

動

三

原

則

に

あ

る

「

労

使

の

協

力

と

協

議

」

は

、

技

術

革

新

が

加

速

す

る

時

代

に

も

変

わ

ら

な

い

基

本

原

則

と

し

、

「

Ａ

Ｉ

の

導

入

や

デ

ジ

タ

ル

化

が

進

む

ほ

ど

、

働

き

方

や

仕

事

の

内

容

は

大

き

く

変

わ

る

。

だ

か

ら

こ

そ

、

労

使

が

十

分

に

話

し

合

い

、

働

く

人

の

納

得

を

得

な

が

ら

進

め

る

こ

と

が

欠

か

せ

な

い

」

と

強

調

。

生

産

性

運

動

の

理

念

が

新

た

な

経

済

ス

テ

ー

ジ

を

支

え

る

基

盤

に

な

る

と

の

認

識

を

示

し

た

。

プロプロ

　

四

国

生

産

性

本

部

は

６

月

１

日

、

第

１

回

理

事

会

・

通

常

総

会

・

設

立

�

周

年

特

別

講

演

会

を

高

松

市

内

で

開

催

し

た

。

特

別

講

演

会

で

は

、

日

本

生

産

性

本

部

副

会

長

の

増

田

寛

也

氏

（

未

来

を

選

択

す

る

会

議

共

同

代

表

）

が

講

演

し

た

（

＝

写

真

）

。

　

特

別

講

演

会

に

先

立

っ

て

開

催

さ

れ

た

通

常

総

会

で

は

、

冒

頭

、

宮

本

喜

弘

・

四

国

生

産

性

本

部

会

長

が

あ

い

さ

つ

し

た

。

宮

本

氏

は

、

「

昨

年

度

は

、

人

的

資

本

経

営

に

対

す

る

意

識

の

高

ま

り

も

あ

り

、

当

本

部

が

主

催

す

る

各

種

セ

ミ

ナ

ー

や

講

演

会

に

多

数

の

ご

参

加

を

い

た

だ

い

た

。

こ

れ

か

ら

の

時

代

に

お

い

て

、

創

造

性

と

生

産

性

の

向

上

、

そ

し

て

持

続

的

な

成

長

の

礎

と

な

る

Ｄ

Ｅ

＆

Ｉ

や

従

業

員

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

実

現

に

も

取

り

組

む

必

要

が

あ

る

」

と

述

べ

た

。

　

ま

た

、

同

本

部

が

今

年

４

月

に

�

周

年

の

節

目

を

迎

え

た

こ

と

に

触

れ

た

上

で

、

「

生

産

性

運

動

の

原

点

に

立

ち

返

り

、

今

後

も

広

く

４

県

の

企

業

・

労

働

組

合

に

運

動

の

趣

旨

を

浸

透

さ

せ

、

新

た

な

課

題

に

挑

戦

し

て

い

く

こ

と

が

大

き

な

使

命

だ

。

引

き

続

き

人

材

の

確

保

・

育

成

と

経

営

革

新

を

支

援

す

る

各

種

事

業

を

拡

充

さ

せ

、

四

国

地

域

の

生

産

性

向

上

に

努

め

て

い

き

た

い

」

と

決

意

を

表

明

し

た

。

　

通

常

総

会

終

了

後

の

設

立

�

周

年

特

別

講

演

会

で

は

、

「

人

口

減

少

社

会

を

生

き

抜

く

た

め

に

」

を

テ

ー

マ

に

、

増

田

寛

也

氏

が

講

演

し

た

。

増

田

氏

は

、

今

年

５

月

末

に

公

表

さ

れ

た

国

勢

調

査

の

速

報

値

で

四

国

の

人

口

が

３

５

０

万

人

を

下

回

っ

た

こ

と

を

指

摘

。

人

口

急

減

時

代

を

迎

え

た

対

応

の

方

向

性

と

し

て

「

人

口

減

少

ス

ピ

ー

ド

の

『

緩

和

』

と

社

会

制

度

を

人

口

減

に

『

適

応

』

さ

せ

る

こ

と

。

こ

の

二

つ

が

重

要

だ

」

と

訴

え

た

。

そ

の

上

で

、

緩

和

の

具

体

策

と

し

て

、

若

者

世

代

の

所

得

向

上

や

雇

用

改

善

が

最

重

要

と

指

摘

し

た

。

　

さ

ら

に

、

増

田

氏

は

、

３

月

に

未

来

を

選

択

す

る

会

議

が

取

り

ま

と

め

た

「

未

来

選

択

・

緊

急

提

言

」

の

内

容

に

つ

い

て

も

説

明

。

人

口

減

少

下

の

地

域

づ

く

り

の

鍵

と

し

て

「

地

域

産

業

ク

ラ

ス

タ

ー

」

や

「

地

域

生

活

圏

」

構

想

の

社

会

実

装

を

進

め

る

こ

と

を

提

言

に

盛

り

込

ん

だ

こ

と

に

触

れ

、

四

国

地

域

の

産

業

ク

ラ

ス

タ

ー

と

し

て

①

造

船

、

②

Ｇ

Ｘ

、

③

四

国

ブ

ラ

ン

ド

の

３

点

を

挙

げ

て

、

期

待

を

示

し

た

。

　

講

演

会

終

了

後

に

は

、

設

立

�

周

年

交

流

懇

親

会

が

行

わ

れ

、

同

本

部

会

員

の

企

業

経

営

者

や

労

働

組

合

幹

部

ら

約

１

５

０

人

が

参

加

し

た

。

【昭和�年７月�日 第三種郵便物認可】
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経済の

読み解く

（

注

）

１

９

８

９

～

２

０

２

６

年

の

デ

ー

タ

は

、

す

べ

て

６

月

末

時

点

の

最

終

集

計

結

果

。

出

所

：

連

合

神保　政史（じんぼ　まさし）

　全国労働組合生産性会議議

長。三菱電機労連出身。��

年より電機連合。��年より

電機連合会長（就任時は、中

央執行委員長）。取材時は電

機連合会長。

　

Ａ

Ｉ

な

ど

デ

ジ

タ

ル

技

術

の

急

速

な

進

展

は

、

産

業

構

造

や

働

き

方

そ

の

も

の

を

変

え

よ

う

と

し

て

い

る

。

こ

の

変

化

を

成

長

に

ど

う

つ

な

げ

て

い

く

の

か

。

全

国

労

働

組

合

生

産

性

会

議

（

全

労

生

）

議

長

で

電

機

連

合

会

長

の

神

保

政

史

氏

へ

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

詳

細

は

次

の

通

り

。

（

肩

書

き

は

取

材

当

時

）

■

「

三

原

則

」

は

い

ま

こ

そ

生

き

る

　

企

業

の

競

争

力

は

設

備

や

技

術

だ

け

で

は

生

ま

れ

ま

せ

ん

。

新

し

い

価

値

を

生

み

出

す

の

は

、

い

つ

の

時

代

も

「

人

」

で

す

。

一

人

ひ

と

り

が

能

力

を

高

め

、

そ

の

力

を

十

分

に

発

揮

で

き

る

環

境

を

整

え

る

こ

と

が

、

生

産

性

向

上

の

出

発

点

に

な

り

ま

す

。

賃

金

の

引

き

上

げ

、

人

材

育

成

・

リ

ス

キ

リ

ン

グ

、

安

心

し

て

働

き

続

け

ら

れ

る

職

場

づ

く

り

は

、

未

来

へ

の

投

資

で

あ

り

、

持

続

的

な

成

長

を

支

え

る

基

盤

で

す

。

　

そ

の

考

え

方

の

原

点

に

あ

る

の

が

、

生

産

性

運

動

で

す

。

生

産

性

運

動

が

目

指

し

て

き

た

の

は

、

効

率

だ

け

を

追

い

求

め

る

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

労

使

が

十

分

に

話

し

合

い

、

生

産

性

を

高

め

、

そ

の

成

果

を

公

正

に

分

配

し

、

雇

用

を

守

る

。

こ

れ

が

「

生

産

性

運

動

三

原

則

」

の

精

神

で

す

。

　

Ａ

Ｉ

時

代

を

迎

え

た

い

ま

、

そ

の

価

値

は

一

段

と

高

ま

っ

て

い

ま

す

。

生

産

性

運

動

は

、

「

人

づ

く

り

の

運

動

」

だ

と

考

え

て

い

ま

す

。

働

く

人

が

成

長

し

、

生

産

性

が

高

ま

り

、

そ

の

成

果

が

賃

金

や

処

遇

の

改

善

と

し

て

還

元

さ

れ

る

。

企

業

は

、

そ

の

成

果

を

設

備

投

資

や

人

材

育

成

へ

振

り

向

け

、

さ

ら

に

成

長

す

る

。

こ

う

し

た

「

成

長

と

分

配

の

好

循

環

」

を

社

会

全

体

で

実

現

す

る

こ

と

こ

そ

、

生

産

性

運

動

が

目

指

す

姿

で

す

。

■

持

続

す

る

賃

上

げ

の

条

件

　

今

年

の

春

季

労

使

交

渉

で

は

、

高

水

準

の

賃

上

げ

が

実

現

し

ま

し

た

（

＝

グ

ラ

フ

参

照

）

。

こ

れ

は

大

き

な

前

進

で

す

。

し

か

し

、

本

当

に

重

要

な

の

は

、

こ

の

流

れ

を

一

過

性

で

終

わ

ら

せ

な

い

こ

と

で

す

。

春

闘

は

ゴ

ー

ル

で

は

な

く

、

持

続

的

な

賃

上

げ

と

成

長

に

向

け

た

ス

タ

ー

ト

ラ

イ

ン

だ

っ

た

と

考

え

て

い

ま

す

。

　

そ

の

た

め

に

は

、

中

小

企

業

の

成

長

が

欠

か

せ

ま

せ

ん

。

多

く

の

企

業

で

は

、

人

手

不

足

へ

の

対

応

と

し

て

賃

金

を

引

き

上

げ

な

が

ら

も

、

十

分

な

収

益

を

確

保

で

き

ず

、

防

衛

的

な

賃

上

げ

に

と

ど

ま

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

背

景

に

は

、

価

格

転

嫁

の

難

し

さ

や

長

年

の

商

慣

行

が

あ

り

ま

す

。

　

適

正

な

利

益

が

確

保

さ

れ

て

こ

そ

、

人

材

育

成

へ

の

投

資

や

継

続

的

な

賃

上

げ

、

技

術

や

品

質

の

向

上

が

可

能

に

な

り

ま

す

。

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

で

適

正

な

価

格

形

成

を

進

め

、

発

注

側

、

受

注

側

が

と

も

に

成

長

で

き

る

環

境

を

整

え

る

こ

と

が

、

日

本

の

産

業

競

争

力

の

強

化

に

つ

な

が

り

ま

す

。

■

Ａ

Ｉ

を

生

か

す

人

づ

く

り

　

Ａ

Ｉ

と

の

向

き

合

い

方

も

同

じ

で

す

。

Ａ

Ｉ

を

「

働

く

人

の

力

を

引

き

出

す

技

術

」

と

し

て

活

用

す

る

こ

と

が

重

要

で

す

。

そ

の

た

め

に

は

、

誰

も

が

学

び

続

け

ら

れ

る

環

境

を

整

え

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

Ａ

Ｉ

リ

テ

ラ

シ

ー

・

リ

ス

キ

リ

ン

グ

を

支

え

る

教

育

基

盤

を

充

実

さ

せ

、

企

業

規

模

や

雇

用

形

態

に

か

か

わ

ら

ず

、

一

人

ひ

と

り

が

能

力

を

発

揮

で

き

る

環

境

を

整

え

る

こ

と

が

、

人

へ

の

投

資

の

柱

に

な

り

ま

す

。

　

電

機

連

合

で

は

、

傘

下

約

１

８

０

労

組

、

約

�

万

人

の

組

合

員

を

対

象

に

、

マ

イ

ク

ロ

ソ

フ

ト

と

連

携

し

た

生

成

Ａ

Ｉ

リ

ス

キ

リ

ン

グ

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

始

動

し

ま

し

た

。

技

術

革

新

に

よ

る

産

業

全

体

の

変

化

に

伴

う

雇

用

の

安

定

、

電

機

・

電

子

産

業

に

お

け

る

技

術

の

底

上

げ

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

企

業

ご

と

の

枠

組

み

を

超

え

、

労

使

が

連

携

し

た

人

的

資

本

投

資

で

す

。

　

背

景

に

は

、

Ａ

Ｉ

の

進

化

に

よ

り

、

従

来

の

事

務

職

や

開

発

現

場

の

業

務

が

大

き

く

変

わ

る

と

い

う

危

機

感

が

あ

り

ま

す

。

「

失

業

な

き

タ

ス

ク

転

換

」

（

労

働

移

動

）

を

目

指

し

ま

す

。

ま

ず

は

、

生

成

Ａ

Ｉ

の

基

礎

を

身

に

つ

け

ら

れ

る

よ

う

に

、

労

組

と

し

て

も

学

べ

る

環

境

を

整

え

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

企

業

規

模

に

よ

っ

て

教

育

機

会

の

格

差

が

あ

っ

て

は

、

日

本

全

体

の

競

争

力

は

高

ま

り

ま

せ

ん

。

■

成

果

を

社

会

全

体

へ

還

元

す

る

　

人

へ

の

投

資

は

、

教

育

だ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

育

児

や

介

護

、

治

療

と

仕

事

を

両

立

で

き

る

職

場

づ

く

り

や

、

非

正

規

や

有

期

、

嘱

託

で

働

く

人

た

ち

の

処

遇

改

善

も

重

要

で

す

。

と

り

わ

け

「

同

一

労

働

同

一

賃

金

」

は

原

則

で

あ

り

、

雇

用

主

は

責

任

を

持

っ

て

対

応

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

雇

用

形

態

に

か

か

わ

ら

ず

、

一

人

ひ

と

り

が

能

力

を

十

分

に

発

揮

で

き

る

環

境

を

整

え

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

　

技

術

は

進

歩

し

、

時

代

は

変

わ

り

ま

す

。

し

か

し

、

新

し

い

価

値

を

生

み

出

す

の

は

、

い

つ

の

時

代

も

「

人

」

で

す

。

だ

か

ら

こ

そ

、

生

産

性

運

動

と

は

、

人

を

育

て

、

人

を

生

か

し

、

人

を

中

心

に

社

会

を

発

展

さ

せ

る

運

動

だ

と

考

え

て

い

ま

す

。

　

人

へ

の

投

資

を

社

会

全

体

へ

広

げ

、

労

使

が

信

頼

の

も

と

で

対

話

を

重

ね

、

生

産

性

向

上

の

成

果

を

広

く

分

か

ち

合

う

。

そ

れ

が

、

生

産

性

運

動

三

原

則

を

未

来

へ

受

け

継

ぎ

、

日

本

経

済

の

持

続

的

な

成

長

を

実

現

す

る

道

だ

と

確

信

し

て

い

ま

す

。
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こ

れ

ま

で

の

連

載

で

は

、

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

や

社

会

対

立

の

軸

な

ど

か

ら

日

本

の

分

断

を

見

て

き

た

。

日

本

の

分

断

は

そ

う

し

た

わ

か

り

や

す

い

形

で

は

な

く

、

「

政

治

と

の

距

離

」

か

ら

生

ま

れ

る

の

で

は

な

い

か

。

そ

ん

な

観

点

か

ら

分

析

を

進

め

て

い

る

の

は

、

早

稲

田

大

学

政

治

経

済

学

術

院

の

小

林

哲

郎

教

授

で

あ

る

。

ス

マ

ー

ト

ニ

ュ

ー

ス

・

メ

デ

ィ

ア

価

値

観

全

国

調

査

（

Ｓ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

調

査

）

か

ら

浮

か

び

上

が

っ

て

き

た

知

見

を

紹

介

す

る

。

【第５回】

①政治とは自分から積極

的に働きかけるもの

２０２３年 ２０２５年

��

��

そう思う ある程度そう思う

（％）
■ ■

②政治とは監視していく

もの

２０２３年 ２０２５年

��

��

そう思う ある程度そう思う

（％）
■ ■

③政治とは、なるようにし

かならないもの

２０２５年２０２３年

��

��

そう思う ある程度そう思う

（％）

■ ■

④政治的なことにはできれ

ばかかわりたくない

２０２５年２０２３年

��

��

そう思う ある程度そう思う

（％）

■ ■

⑤私と政治との間に何の関

係もない

２０２３年 ２０２５年

��

��

そう思う ある程度そう思う

（％）

■ ■

　

日

本

人

は

も

と

も

と

、

投

票

以

外

の

政

治

参

加

を

ほ

と

ん

ど

し

な

い

と

言

わ

れ

て

き

た

。

そ

れ

ど

こ

ろ

か

、

た

と

え

ば

デ

モ

に

参

加

す

る

な

ど

政

治

的

に

積

極

的

な

人

を

敬

遠

す

る

よ

う

な

ム

ー

ド

す

ら

あ

る

。

　

小

林

教

授

ら

が

行

っ

た

国

際

的

な

調

査

で

は

、

日

本

人

は

、

政

治

的

な

デ

モ

参

加

者

と

同

僚

に

な

っ

た

り

食

事

に

行

っ

た

り

す

る

こ

と

を

強

く

避

け

る

傾

向

を

示

し

た

。

研

究

対

象

と

な

っ

た

欧

米

・

ア

ジ

ア

の

九

つ

の

国

と

地

域

の

う

ち

、

こ

の

傾

向

が

見

ら

れ

た

の

は

、

日

本

と

中

国

だ

け

だ

っ

た

と

い

う

。

　

日

本

に

お

け

る

分

断

は

、

政

治

に

「

関

与

」

を

続

け

る

人

々

と

、

政

治

的

な

領

域

か

ら

「

撤

退

」

し

た

人

々

の

間

に

現

れ

る

の

で

は

な

い

か

。

そ

う

し

た

問

題

関

心

か

ら

、

Ｓ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

調

査

で

は

「

政

治

の

身

近

さ

」

に

つ

い

て

の

質

問

が

盛

り

込

ま

れ

て

い

る

。

①

政

治

と

は

自

分

か

ら

積

極

的

に

働

き

か

け

る

も

の②

政

治

と

は

監

視

し

て

い

く

も

の

③

政

治

と

は

、

な

る

よ

う

に

し

か

な

ら

な

い

も

の

④

政

治

的

な

こ

と

に

は

で

き

れ

ば

か

か

わ

り

た

く

な

い⑤

私

と

政

治

と

の

間

に

何

の

関

係

も

な

い　

小

林

教

授

は

、

右

記

５

問

に

つ

い

て

、

①

②

に

つ

い

て

は

「

そ

う

思

わ

な

い

人

」

、

③

④

⑤

に

つ

い

て

は

「

そ

う

思

う

人

」

が

、

「

私

生

活

志

向

（

政

治

な

ど

の

公

共

的

な

こ

と

よ

り

も

、

自

分

の

こ

と

を

重

要

視

す

る

傾

向

）

が

強

い

人

」

と

し

て

分

析

し

て

い

る

。

Ｓ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

第

１

回

（

�

年

）

と

第

２

回

（

�

年

）

で

、

「

そ

う

思

う

人

」

と

「

あ

る

程

度

そ

う

思

う

人

」

の

割

合

の

合

計

を

示

し

た

の

が

、

図

①

～

⑤

で

あ

る

。

　

た

と

え

ば

「

⑤

私

と

政

治

と

の

間

に

何

の

関

係

も

な

い

」

と

思

う

人

は

、

こ

の

２

年

で

４

ポ

イ

ン

ト

低

下

し

た

。

政

治

的

関

心

が

強

ま

っ

た

の

で

あ

る

。

　

こ

の

５

問

に

つ

い

て

は

、

２

０

０

０

年

代

か

ら

、

別

の

大

規

模

世

論

調

査

で

も

採

用

さ

れ

て

い

た

。

調

査

方

式

が

異

な

る

た

め

単

純

な

比

較

は

で

き

な

い

も

の

の

、

２

０

０

０

年

代

か

ら

２

０

２

３

年

に

か

け

て

上

昇

し

て

き

た

私

生

活

志

向

は

、

こ

こ

数

年

で

低

下

に

転

じ

た

可

能

性

が

あ

る

。

■

「

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

な

き

権

威

主

義

」

な

の

か

　

�

年

と

�

年

の

調

査

で

「

私

生

活

志

向

が

強

い

」

人

に

は

、

二

つ

の

共

通

の

特

徴

が

み

ら

れ

た

。

　

一

つ

は

「

自

助

努

力

志

向

」

と

の

強

い

結

び

つ

き

だ

。

政

治

か

ら

距

離

を

置

く

人

ほ

ど

、

「

政

府

に

頼

ら

ず

自

分

や

家

族

だ

け

が

頼

り

だ

」

と

い

っ

た

考

え

に

同

調

す

る

傾

向

が

強

か

っ

た

。

「

自

助

努

力

志

向

」

は

、

欧

米

に

お

け

る

保

守

の

「

小

さ

な

政

府

」

路

線

と

類

似

す

る

よ

う

に

み

え

る

が

、

日

本

で

は

「

小

さ

な

政

府

」

路

線

が

保

守

的

な

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

と

は

関

連

せ

ず

、

む

し

ろ

「

政

治

に

か

か

わ

り

た

い

か

ど

う

か

」

と

関

連

し

て

い

る

。

ま

た

「

首

相

が

靖

国

神

社

に

参

拝

す

べ

き

」

と

い

っ

た

保

守

的

な

価

値

観

と

も

関

連

は

な

か

っ

た

。

　

も

う

一

つ

は

、

「

権

威

主

義

」

と

の

親

和

性

で

あ

る

。

両

調

査

に

お

い

て

「

私

生

活

志

向

が

強

い

人

」

は

、

「

治

安

を

守

る

た

め

に

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

や

個

人

の

権

利

が

制

限

さ

れ

る

の

は

当

然

だ

」

と

い

う

考

え

に

賛

成

す

る

人

が

多

か

っ

た

。

デ

モ

や

抗

議

活

動

に

対

す

る

忌

避

感

も

、

強

か

っ

た

。

　

政

治

を

遠

ざ

け

つ

つ

、

私

生

活

に

直

結

す

る

「

治

安

・

秩

序

」

に

つ

い

て

は

、

国

の

介

入

に

賛

同

し

、

権

威

主

義

的

政

策

に

賛

成

す

る

。

そ

れ

が

「

政

治

に

か

か

わ

り

た

く

な

い

人

た

ち

」

の

実

像

の

よ

う

で

あ

る

。

■

マ

ス

メ

デ

ィ

ア

信

頼

が

低

い

人

ほ

ど

、

「

私

生

活

志

向

」

が

下

が

り

や

す

い

　

そ

れ

で

は

�

年

か

ら

�

年

に

か

け

て

「

私

生

活

志

向

」

の

低

下

が

見

ら

れ

た

の

は

、

ど

ん

な

層

な

の

か

。

　

Ｓ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

調

査

で

は

、

�

年

の

回

答

者

の

追

跡

調

査

も

�

年

に

別

途

、

行

っ

て

い

る

。

小

林

教

授

の

分

析

に

よ

れ

ば

、

私

生

活

志

向

の

変

化

は

性

別

や

年

齢

と

い

っ

た

人

口

学

的

な

属

性

と

は

無

関

係

だ

っ

た

。

む

し

ろ

、

�

年

の

時

点

で

「

政

治

は

難

し

す

ぎ

て

わ

か

ら

な

い

」

と

感

じ

て

い

た

層

や

マ

ス

メ

デ

ィ

ア

へ

の

信

頼

が

低

か

っ

た

層

で

、

政

治

へ

の

関

与

が

強

ま

る

傾

向

が

見

ら

れ

た

。

　

ま

た

、

既

存

政

党

や

政

治

家

へ

の

評

価

が

低

く

、

社

会

の

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

的

対

立

を

強

く

意

識

し

て

い

る

層

で

も

政

治

へ

の

関

与

が

強

ま

っ

て

い

た

。

メ

デ

ィ

ア

接

触

の

特

徴

を

み

た

と

こ

ろ

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

中

心

型

・

（

Ｓ

Ｎ

Ｓ

利

用

多

め

の

）

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

メ

デ

ィ

ア

中

心

型

の

人

々

が

、

マ

ス

メ

デ

ィ

ア

中

心

型

の

人

た

ち

よ

り

も

私

生

活

志

向

が

低

下

し

て

い

る

こ

と

も

判

明

し

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

が

政

治

意

識

を

高

め

る

入

り

口

に

な

っ

て

い

る

可

能

性

が

浮

か

び

上

が

っ

た

。

■

「

反

エ

ス

タ

ブ

リ

ッ

シ

ュ

メ

ン

ト

」

と

連

動

か

　

小

林

教

授

は

「

第

２

回

調

査

は

２

０

２

５

年

１

～

３

月

の

実

施

で

あ

り

、

同

年

７

月

の

参

院

選

で

参

政

党

な

ど

が

議

席

を

大

き

く

伸

ば

す

前

で

は

あ

る

が

、

予

兆

を

つ

か

ま

え

て

い

た

可

能

性

は

あ

る

」

と

し

つ

つ

、

「

マ

ス

メ

デ

ィ

ア

に

不

信

を

抱

く

層

で

、

私

生

活

志

向

が

低

下

し

た

こ

と

は

、

既

存

政

党

や

政

治

家

へ

の

不

信

と

も

重

な

る

。

反

エ

ス

タ

ブ

リ

ッ

シ

ュ

メ

ン

ト

の

風

潮

の

強

ま

り

は

世

界

的

な

傾

向

だ

が

、

日

本

で

も

起

き

つ

つ

あ

る

と

い

う

こ

と

か

も

し

れ

ず

、

今

後

の

動

き

を

注

視

し

た

い

」

と

話

す

。

　

従

来

政

治

に

興

味

を

も

た

な

か

っ

た

層

が

政

治

参

加

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

光

が

加

わ

る

の

か

。

新

た

な

層

と

既

存

の

政

治

参

加

層

と

の

分

断

が

深

刻

化

し

た

り

、

政

府

の

短

期

的

な

人

気

取

り

政

策

が

促

進

さ

れ

た

り

し

て

、

長

期

的

に

国

の

将

来

を

危

う

く

す

る

の

か

。

さ

ま

ざ

ま

考

え

ら

れ

る

シ

ナ

リ

オ

の

ど

れ

が

正

し

い

の

か

は

、

政

治

・

経

済

の

実

際

の

動

き

が

証

明

し

て

い

く

こ

と

に

な

る

の

だ

ろ

う

。
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全

国

労

働

組

合

生

産

性

会

議

（

全

労

生

）

は

６

月

２

日

、

都

内

で

２

０

２

６

年

度

全

労

生

・

地

方

労

生

連

絡

会

議

／

第

１

回

中

央

委

員

会

を

開

催

し

た

。

連

絡

会

議

で

は

、

地

方

労

生

か

ら

「

人

手

不

足

の

深

刻

化

」

を

指

摘

す

る

報

告

が

相

次

い

だ

。

ま

た

、

中

央

委

員

会

で

は

、

Ｂ

Ｎ

Ｐ

パ

リ

バ

証

券

チ

ー

フ

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト

の

河

野

龍

太

郎

氏

に

よ

る

世

界

経

済

の

現

状

に

つ

い

て

レ

ク

チ

ャ

ー

（

講

演

）

が

行

わ

れ

た

。

中

央

委

員

会

の

冒

頭

、

あ

い

さ

つ

す

る

神

保

政

史

・

全

労

生

議

長

■

運

動

の

実

践

成

果

　

全

労

生

・

地

方

労

生

連

絡

会

議

で

は

、

各

地

方

労

生

が

活

動

報

告

。

全

般

的

に

地

域

経

済

が

持

ち

直

し

基

調

に

あ

る

も

の

の

、

「

人

手

不

足

が

深

刻

化

」

（

北

海

道

）

、

「

人

手

不

足

の

中

で

も

賃

上

げ

が

定

着

化

」

（

四

国

）

、

「

熊

本

で

は

Ｔ

Ｓ

Ｍ

Ｃ

に

人

員

が

採

ら

れ

、

（

他

の

企

業

は

）

採

用

が

厳

し

い

」

（

九

州

）

な

ど

特

に

人

手

不

足

を

喫

緊

の

課

題

と

す

る

報

告

が

相

次

い

だ

。

　

第

１

回

中

央

委

員

会

で

は

冒

頭

、

神

保

政

史

議

長

（

電

機

連

合

会

長

）

が

あ

い

さ

つ

。

神

保

議

長

は

、

�

年

春

闘

に

つ

い

て

「

高

い

水

準

で

の

賃

金

引

き

上

げ

を

果

た

す

こ

と

が

で

き

た

」

と

話

し

、

そ

こ

で

の

生

産

性

運

動

の

実

践

成

果

を

強

調

し

た

。

　

日

本

生

産

性

本

部

の

前

田

和

敬

理

事

長

に

よ

る

あ

い

さ

つ

、

同

本

部

の

尾

崎

陽

二

常

務

理

事

に

よ

る

「

第

２

回

生

産

性

白

書

」

概

要

報

告

に

続

い

て

、

第

１

部

（

議

事

）

で

は

２

０

２

５

年

度

活

動

報

告

、

２

０

２

６

年

度

活

動

計

画

案

、

役

員

体

制

案

な

ど

を

審

議

。

ま

た

、

今

年

�

月

以

降

に

労

使

を

対

象

に

「

労

使

協

議

制

の

現

状

と

展

望

お

よ

び

組

合

活

動

に

関

す

る

調

査

」

を

実

施

す

る

こ

と

を

説

明

し

た

。

■

米

国

「

覇

権

国

」

か

ら

降

り

た

　

第

２

部

で

は

、

Ｂ

Ｎ

Ｐ

パ

リ

バ

証

券

チ

ー

フ

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト

の

河

野

龍

太

郎

氏

が

「

世

界

経

済

の

死

角

『

キ

ン

ド

ル

バ

ー

ガ

ー

の

罠

』

に

陥

っ

た

の

か

？

」

を

テ

ー

マ

に

レ

ク

チ

ャ

ー

（

講

演

）

を

行

っ

た

。

　

河

野

氏

は

ま

ず

、

米

国

に

よ

る

相

互

関

税

の

導

入

（

�

年

４

月

）

、

西

半

球

を

重

視

す

る

モ

ン

ロ

ー

主

義

へ

の

回

帰

宣

言

（

同

年

�

月

）

、

ベ

ネ

ズ

エ

ラ

侵

攻

（

�

年

１

月

）

、

イ

ラ

ン

攻

撃

（

２

月

末

）

に

触

れ

、

「

国

際

経

済

、

国

際

秩

序

の

安

定

を

担

う

覇

権

国

の

役

割

か

ら

米

国

は

降

り

た

」

と

指

摘

し

た

。

　

米

国

の

内

向

き

が

始

ま

っ

た

の

は

オ

バ

マ

政

権

末

期

か

ら

で

あ

り

、

ト

ラ

ン

プ

第

１

次

政

権

の

保

護

主

義

政

策

は

バ

イ

デ

ン

政

権

で

巻

き

戻

さ

れ

る

こ

と

な

く

、

ポ

ス

ト

・

ト

ラ

ン

プ

第

２

次

政

権

（

�

年

１

月

～

）

も

「

簡

単

に

は

元

に

戻

ら

な

い

」

と

予

測

。

「

国

境

の

壁

」

が

低

く

な

っ

て

も

国

内

的

な

階

級

的

分

断

が

固

定

化

す

る

新

し

い

封

建

制

の

よ

う

な

世

界

に

向

か

っ

て

お

り

、

「

こ

れ

が

先

進

国

の

政

治

分

断

の

背

景

で

あ

り

、

グ

ロ

ー

バ

ル

サ

ウ

ス

の

国

々

が

市

場

経

済

化

に

反

発

し

権

威

主

義

化

し

て

い

る

理

由

」

と

説

明

し

た

。

　

チ

ャ

ー

ル

ズ

・

キ

ン

ド

ル

バ

ー

ガ

ー

（

経

済

学

者

・

歴

史

学

者

）

は

、

１

９

２

９

年

の

米

国

大

不

況

が

�

年

に

も

及

ぶ

世

界

大

恐

慌

に

つ

な

が

り

、

な

ぜ

第

二

次

世

界

大

戦

に

つ

な

が

っ

た

の

か

と

い

う

問

い

に

対

し

て

、

「

覇

権

国

が

不

在

に

な

っ

た

か

ら

だ

」

と

指

摘

。

当

時

、

覇

権

国

だ

っ

た

英

国

が

第

一

次

世

界

大

戦

で

国

力

を

失

っ

た

か

ら

だ

。

そ

し

て

ジ

ョ

セ

フ

・

ナ

イ

（

国

際

政

治

学

者

）

は

２

０

１

７

年

、

「

真

の

危

機

は

、

ト

ゥ

キ

デ

ィ

デ

ィ

ス

の

罠

で

は

な

く

、

キ

ン

ド

ル

バ

ー

ガ

ー

の

罠

で

あ

る

」

と

指

摘

。

米

国

が

１

９

３

０

年

代

の

英

国

の

よ

う

に

国

際

公

共

財

の

供

給

を

停

止

す

る

こ

と

に

警

告

を

発

し

た

が

、

河

野

氏

は

「

去

年

の

段

階

か

ら

我

々

は

キ

ン

ド

ル

バ

ー

ガ

ー

の

罠

に

入

っ

て

い

る

」

「

１

９

２

０

～

�

年

代

の

よ

う

な

経

済

の

混

乱

が

今

後

も

繰

り

返

す

可

能

性

が

あ

る

」

と

述

べ

た

。

　民間主導で人口減少問題に取り組む「未来を選択する

会議」（事務局＝日本生産性本部）は、一人ひとりの背

景を置き去りにしない社会のあり方を問うドキュメンタ

リーを制作、６月�日、都内で試写イベントを開催した。

ドキュメンタリーを視聴した参加者からは「中高生や大

学生くらいの子どもに見てほしい」などの声が出ていた。

開

会

あ

い

さ

つ

を

行

う

増

田

寬

也

氏

映

像

の

制

作

背

景

や

意

図

に

つ

い

て

説

明

す

る

小

林

味

愛

氏

■

安

心

し

て

向

き

合

う

時

間

　

ド

キ

ュ

メ

ン

タ

リ

ー

（

映

像

）

の

試

写

イ

ベ

ン

ト

に

は

会

場

・

オ

ン

ラ

イ

ン

合

わ

せ

て

約

１

６

０

人

が

参

加

。

最

初

に

主

催

者

を

代

表

し

て

、

未

来

を

選

択

す

る

会

議

共

同

代

表

の

増

田

寬

也

氏

（

野

村

総

合

研

究

所

顧

問

）

が

開

会

あ

い

さ

つ

を

行

っ

た

。

増

田

氏

は

、

人

口

減

少

問

題

を

継

続

的

に

考

え

る

た

め

に

対

話

が

必

要

と

の

認

識

を

示

し

、

ド

キ

ュ

メ

ン

タ

リ

ー

を

通

し

て

「

感

じ

た

こ

と

を

地

域

の

み

な

さ

ん

に

つ

な

げ

て

い

っ

て

ほ

し

い

」

と

話

し

た

。

　

続

い

て

映

像

の

制

作

背

景

や

意

図

に

つ

い

て

、

同

じ

く

共

同

代

表

の

小

林

味

愛

氏

（

陽

と

人

代

表

取

締

役

）

が

説

明

し

た

。

　

小

林

氏

は

「

す

ぐ

に

言

え

る

こ

と

は

嘘

で

は

な

い

が

、

核

心

と

も

限

ら

な

い

の

で

は

な

い

か

」

と

提

起

。

未

来

を

選

択

す

る

会

議

で

は

、

す

ぐ

に

言

葉

に

で

き

る

不

満

や

不

安

、

主

張

が

表

れ

る

段

階

を

「

主

訴

の

時

間

」

、

そ

の

奥

に

あ

る

感

情

や

価

値

観

、

背

景

に

向

き

合

う

段

階

を

「

真

因

の

時

間

」

、

そ

れ

ら

を

踏

ま

え

て

自

ら

の

選

択

を

考

え

る

段

階

を

「

選

択

の

時

間

」

と

と

ら

え

た

。

特

に

「

真

因

の

時

間

」

に

着

目

。

「

こ

の

核

心

に

触

れ

て

い

か

な

い

と

個

人

も

社

会

も

納

得

で

き

な

い

」

と

小

林

氏

。

人

口

減

少

問

題

を

ミ

ク

ロ

で

と

ら

え

る

と

「

ど

こ

で

誰

と

ど

の

よ

う

に

生

き

る

の

か

。

一

人

ひ

と

り

選

択

し

て

い

く

こ

と

」

「

大

切

な

の

は

、

一

人

ひ

と

り

が

自

分

自

身

の

こ

と

や

他

者

の

背

景

に

安

心

し

て

向

き

合

う

時

間

が

持

て

る

社

会

に

す

る

こ

と

」

と

話

し

た

。

■

人

口

減

少

時

代

の

選

択

　

ド

キ

ュ

メ

ン

タ

リ

ー

の

タ

イ

ト

ル

は

「

真

因

の

時

間

～

人

口

減

少

時

代

の

選

択

～

」

。

監

督

は

田

村

祥

宏

氏

（

イ

グ

ジ

ッ

ト

フ

ィ

ル

ム

代

表

取

締

役

）

。

上

映

時

間

約

�

分

。

　

年

代

、

性

別

、

居

住

地

域

、

職

業

な

ど

が

異

な

る

初

対

面

の

男

女

５

人

が

集

ま

り

、

「

人

口

減

少

」

を

テ

ー

マ

に

�

時

間

以

上

に

わ

た

っ

て

言

葉

を

交

わ

し

た

と

い

う

。

「

主

訴

の

時

間

」

か

ら

「

真

因

の

時

間

」

を

経

て

、

「

選

択

の

時

間

」

ま

で

の

過

程

を

記

録

し

た

ド

キ

ュ

メ

ン

タ

リ

ー

だ

。

　

タ

イ

ト

ル

「

真

因

の

時

間

」

は

、

「

一

人

ひ

と

り

が

自

分

自

身

の

中

に

あ

る

ま

だ

整

理

さ

れ

て

い

な

い

思

い

や

価

値

観

、

人

生

の

背

景

に

向

き

合

う

時

間

」

と

い

う

意

味

。

作

品

は

、

一

人

ひ

と

り

の

思

い

・

背

景

を

踏

ま

え

た

施

策

や

意

思

決

定

を

支

え

る

社

会

環

境

の

あ

り

方

を

問

い

か

け

る

。

■

対

話

の

き

っ

か

け

と

し

て

映

像

活

用

を

　

映

像

放

映

後

、

田

村

監

督

が

コ

メ

ン

ト

。

沈

黙

の

時

間

や

傾

聴

を

重

視

し

た

こ

と

を

説

明

し

、

映

像

を

「

い

ろ

ん

な

場

で

対

話

の

き

っ

か

け

と

し

て

活

用

し

て

ほ

し

い

」

と

呼

び

か

け

た

。

　

そ

の

後

、

参

加

者

は

４

～

５

人

の

グ

ル

ー

プ

で

意

見

交

換

。

映

像

を

見

て

「

心

が

動

い

た

瞬

間

」

「

映

像

に

対

す

る

自

分

の

視

点

」

「

ど

う

い

う

テ

ー

マ

で

、

誰

と

こ

の

映

像

を

見

て

み

た

い

か

」

な

ど

を

所

属

・

肩

書

き

を

は

ず

し

て

話

し

合

っ

た

。

　

参

加

者

か

ら

は

「

中

高

生

や

大

学

生

く

ら

い

の

子

ど

も

に

見

て

ほ

し

い

。

大

人

だ

っ

て

完

璧

じ

ゃ

な

い

。

悩

み

、

葛

藤

を

持

っ

て

生

き

て

い

る

」

「

建

前

で

な

く

本

音

で

聞

き

出

し

た

い

会

議

の

冒

頭

で

流

す

と

、

本

音

を

発

信

す

る

ハ

ー

ド

ル

が

下

が

る

と

思

う

」

「

組

合

と

経

営

陣

の

団

交

の

前

に

流

し

た

い

」

「

他

者

へ

の

思

い

や

り

、

理

解

を

深

め

る

研

修

に

」

「

最

初

は

孫

と

見

た

い

と

思

っ

て

い

た

が

、

見

終

わ

っ

た

ら

、

ま

ず

妻

と

見

る

べ

き

と

思

っ

た

」

な

ど

多

様

な

意

見

が

出

て

い

た

。

連載／トピックス
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■

日

本

初

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

　

�

世

紀

臨

調

「

新

発

足

総

会

」

に

先

立

つ

�

年

１

月

�

日

。

三

重

県

四

日

市

市

で

開

催

さ

れ

た

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

（

三

重

県

主

催

）

で

、

三

重

県

知

事

・

北

川

正

恭

が

４

月

の

統

一

地

方

選

挙

に

向

け

て

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

導

入

を

提

唱

し

た

。

　

パ

ネ

リ

ス

ト

の

一

人

だ

っ

た

岩

手

県

知

事

・

増

田

寬

也

は

「

時

期

、

数

量

、

財

源

を

し

っ

か

り

明

示

し

責

任

あ

る

か

た

ち

で

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

を

出

し

た

い

」

と

即

答

。

２

月

�

日

、

日

本

初

の

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

を

公

表

し

、

４

月

の

知

事

選

で

３

選

を

果

た

し

た

。

増

田

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

は

「

公

共

事

業

を

�

％

削

減

し

、

２

０

０

億

円

の

一

般

財

源

を

生

み

出

す

」

と

い

う

、

い

わ

ゆ

る

〝

苦

い

薬

〟

を

盛

り

込

ん

だ

も

の

だ

っ

た

。

　

茂

木

友

三

郎

は

経

済

同

友

会

政

治

委

員

長

だ

っ

た

�

年

に

英

国

、

ベ

ル

ギ

ー

、

米

国

の

３

カ

国

に

視

察

団

を

派

遣

。

視

察

結

果

を

も

と

に

同

年

�

月

、

『

首

相

の

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

の

確

立

と

政

策

本

位

の

政

治

の

実

現

を

求

め

て

』

と

題

す

る

報

告

書

を

公

表

し

、

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

の

必

要

性

に

言

及

し

た

。

　

佐

々

木

毅

と

西

尾

勝

は

�

年

２

月

�

日

、

「

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

研

究

会

」

を

設

置

。

臨

調

活

動

に

参

画

し

て

き

た

学

識

者

や

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

�

人

と

と

も

に

欧

米

諸

国

の

事

例

に

つ

い

て

比

較

研

究

を

行

い

、

日

本

に

導

入

す

る

に

当

た

っ

て

の

理

論

的

な

検

討

と

論

点

整

理

を

進

め

て

い

た

。

　

４

人

の

共

同

代

表

は

、

「

新

発

足

」

以

前

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

で

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

の

必

要

性

を

痛

感

し

て

い

た

。

■

「

政

権

公

約

」

と

邦

訳

　

�

世

紀

臨

調

は

�

年

７

月

７

日

、

「

政

権

公

約

（

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

）

に

関

す

る

緊

急

提

言

～

新

政

治

改

革

宣

言

・

政

党

の

立

て

直

し

と

政

治

主

導

体

制

の

確

立

～

」

を

公

表

。

①

小

選

挙

区

制

を

生

か

す

た

め

に

も

、

政

権

公

約

の

導

入

を

突

破

口

に

こ

れ

ま

で

進

め

ら

れ

て

き

た

一

連

の

政

治

改

革

を

再

構

築

す

る

、

②

次

の

総

選

挙

を

政

権

の

掌

握

を

目

指

す

政

党

同

士

が

「

首

相

候

補

」

「

政

権

枠

組

み

」

「

政

権

公

約

」

を

示

し

、

有

権

者

に

「

政

権

の

選

択

」

を

迫

る

初

め

て

の

本

格

的

な

政

権

選

択

選

挙

と

す

る

、

③

そ

の

た

め

に

も

秋

の

自

民

党

総

裁

選

挙

で

は

、

各

候

補

者

は

総

裁

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

を

作

成

し

、

勝

利

し

た

候

補

者

の

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

に

基

づ

い

て

次

の

総

選

挙

に

お

け

る

自

民

党

の

政

権

公

約

が

作

成

さ

れ

る

べ

き

―

―

こ

と

を

提

言

し

た

。

　

こ

の

提

言

で

、

政

権

掌

握

を

目

指

す

政

党

が

作

成

す

る

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

を

「

政

権

公

約

」

と

邦

訳

す

る

こ

と

を

正

式

に

提

唱

。

次

期

総

選

挙

を

「

政

権

公

約

を

競

い

合

う

憲

政

史

上

初

め

て

の

総

選

挙

」

と

す

る

こ

と

を

各

党

に

求

め

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）

／

『

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

革

命

』

（

ぎ

ょ

う

せ

い

、

２

０

０

６

年

）

　

「

廃

棄

物

だ

っ

た

コ

ー

ヒ

ー

か

す

を

、

も

う

一

度

コ

ー

ヒ

ー

を

生

み

出

す

燃

料

へ

変

え

る

」

。

ア

ラ

イ

ド

コ

ー

ヒ

ー

ロ

ー

ス

タ

ー

ズ

営

業

部

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

課

の

千

田

拓

哉

課

長

は

、

同

社

が

開

発

し

た

「

グ

リ

ー

ン

焙

煎

」

の

意

義

を

こ

う

語

る

。

コ

ー

ヒ

ー

抽

出

後

の

か

す

を

燃

料

と

し

て

再

利

用

し

、

そ

の

熱

で

再

び

コ

ー

ヒ

ー

を

焙

煎

す

る

独

自

技

術

を

確

立

し

た

。

環

境

負

荷

の

低

減

と

事

業

性

の

両

立

を

目

指

し

、

量

産

化

や

自

治

体

と

の

連

携

、

販

売

展

開

を

進

め

な

が

ら

、

循

環

型

社

会

の

実

現

に

挑

ん

で

い

る

。

【

第

７

回

】

グ

リ

ー

ン

焙

煎

し

た

コ

ー

ヒ

ー

の

味

や

香

り

を

確

認

す

る

千

田

拓

哉

課

長

ア

ラ

イ

ド

コ

ー

ヒ

ー

ロ

ー

ス

タ

ー

ズ

固

形

燃

料

を

手

に

す

る

手

川

俊

征

課

長

と

、

奥

で

焙

煎

後

の

コ

ー

ヒ

ー

豆

を

確

認

す

る

大

森

倫

貴

さ

ん

。

（

切

り

込

み

写

真

は

コ

ー

ヒ

ー

か

す

を

原

料

に

成

形

し

た

固

形

燃

料

）

■

廃

棄

物

を

資

源

に

　

コ

ー

ヒ

ー

は

世

界

中

で

親

し

ま

れ

る

飲

み

物

で

あ

る

一

方

、

抽

出

後

に

は

大

量

の

コ

ー

ヒ

ー

か

す

が

発

生

す

る

。

そ

の

多

く

は

廃

棄

物

と

し

て

処

理

さ

れ

、

処

分

費

用

や

環

境

負

荷

が

課

題

と

な

っ

て

き

た

。

　

同

社

が

着

目

し

た

の

は

、

そ

の

「

捨

て

ら

れ

る

資

源

」

の

可

能

性

だ

っ

た

。

抽

出

後

の

コ

ー

ヒ

ー

か

す

を

燃

料

と

し

て

再

利

用

し

、

そ

の

燃

料

で

再

び

コ

ー

ヒ

ー

を

焙

煎

す

る

「

グ

リ

ー

ン

焙

煎

」

を

開

発

。

廃

棄

物

を

新

た

な

資

源

へ

と

生

ま

れ

変

わ

ら

せ

る

循

環

型

の

仕

組

み

を

構

築

し

た

。

　

回

収

す

る

コ

ー

ヒ

ー

か

す

の

多

く

は

、

自

社

が

コ

ー

ヒ

ー

豆

を

供

給

す

る

飲

料

製

造

工

場

で

発

生

し

た

も

の

だ

。

原

料

を

安

定

的

に

確

保

で

き

る

こ

と

も

、

循

環

型

ビ

ジ

ネ

ス

を

支

え

る

大

き

な

強

み

と

な

っ

て

い

る

。

■

独

自

技

術

で

実

現

　

グ

リ

ー

ン

焙

煎

で

は

、

回

収

し

た

コ

ー

ヒ

ー

か

す

の

水

分

を

調

整

し

た

後

、

独

自

技

術

で

固

形

燃

料

に

成

形

す

る

。

工

程

で

は

化

学

薬

剤

を

一

切

使

わ

ず

、

機

械

的

な

圧

縮

だ

け

で

製

造

す

る

の

が

特

徴

だ

。

　

さ

ら

に

、

製

造

工

程

で

発

生

す

る

未

利

用

原

料

や

開

発

時

の

残

材

も

有

効

活

用

し

、

廃

棄

物

そ

の

も

の

の

削

減

に

も

取

り

組

む

。

中

核

技

術

は

特

許

を

取

得

し

、

運

用

ノ

ウ

ハ

ウ

は

企

業

秘

密

と

し

て

蓄

積

。

技

術

だ

け

で

な

く

、

現

場

で

培

っ

た

知

見

も

競

争

力

の

源

泉

と

な

っ

て

い

る

。

■

量

産

へ

前

進

　

研

究

開

発

は

、

近

畿

大

学

の

バ

イ

オ

コ

ー

ク

ス

技

術

と

の

出

会

い

を

き

っ

か

け

に

始

ま

っ

た

。

そ

の

後

、

環

境

省

の

補

助

事

業

を

活

用

し

て

コ

ー

ヒ

ー

か

す

の

乾

燥

機

や

固

形

燃

料

成

形

機

、

コ

ー

ヒ

ー

豆

の

熱

風

式

焙

煎

機

な

ど

の

開

発

に

取

り

組

み

、

２

０

２

６

年

１

月

に

は

実

機

が

稼

働

し

た

。

　

現

在

は

１

バ

ッ

チ

１

２

０

キ

ロ

グ

ラ

ム

を

約

�

～

�

分

で

焙

煎

し

、

時

間

当

た

り

約

５

０

０

キ

ロ

グ

ラ

ム

の

生

産

能

力

を

持

つ

。

さ

ら

に

兵

庫

県

の

小

野

工

場

で

は

約

２

倍

の

生

産

能

力

を

持

つ

焙

煎

機

の

導

入

を

予

定

し

て

お

り

、

量

産

体

制

の

強

化

を

進

め

る

。

加

工

コ

ス

ト

も

従

来

の

ガ

ス

焙

煎

と

の

差

を

大

き

く

縮

め

、

実

用

化

に

め

ど

を

付

け

た

。

■

価

値

を

届

け

る

　

今

後

は

自

治

体

と

の

連

携

も

視

野

に

、

地

域

で

発

生

し

た

コ

ー

ヒ

ー

か

す

を

資

源

と

し

て

循

環

利

用

す

る

仕

組

み

づ

く

り

を

検

討

し

て

い

る

。

　

技

術

開

発

は

一

つ

の

到

達

点

を

迎

え

た

。

し

か

し

、

そ

れ

だ

け

で

は

事

業

に

は

な

ら

な

い

。

グ

リ

ー

ン

焙

煎

が

社

会

に

根

付

き

、

循

環

型

ビ

ジ

ネ

ス

と

し

て

定

着

す

る

た

め

に

は

、

価

値

に

共

感

す

る

企

業

や

顧

客

を

増

や

し

て

い

く

こ

と

が

欠

か

せ

な

い

。

　

同

社

は

一

般

消

費

者

向

け

の

小

売

市

場

で

価

格

競

争

を

す

る

の

で

は

な

く

、

環

境

経

営

に

取

り

組

む

レ

ス

ト

ラ

ン

や

ホ

テ

ル

、

オ

フ

ィ

ス

な

ど

法

人

向

け

を

主

な

対

象

と

す

る

。

環

境

へ

の

取

り

組

み

を

企

業

価

値

と

し

て

発

信

し

た

い

顧

客

に

採

用

し

て

も

ら

う

こ

と

で

、

資

源

循

環

の

輪

を

広

げ

る

考

え

だ

。

　

コ

ー

ヒ

ー

を

選

ぶ

こ

と

が

資

源

循

環

へ

の

参

加

に

つ

な

が

る

―

―

。

新

た

な

価

値

を

社

会

へ

広

げ

ら

れ

る

か

。

技

術

力

だ

け

で

な

く

、

そ

の

価

値

を

伝

え

、

選

ば

れ

る

力

が

今

ま

さ

に

問

わ

れ

て

い

る

。
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出所：内閣府月例経済報告

小山堅（こやま・けん）

　日本エネルギー経済

研究所顧問。

　同研究所専務理事、

首席研究員などを歴

任。専門分野はエネル

ギー安全保障やエネル

ギー地政学の研究。エ

ネルギー問題に関する政府の審議委員等

歴任。東京大学公共政策大学院客員教授、

東京科学大学総合研究院特任教授。

　原油価格はこの先どう動くのか。世界の

エネルギー覇権争いの中で日本はどんな戦

略を描くべきなのか。日本エネルギー経済

研究所顧問の小山堅氏に聞いた。

――ホルムズ海峡を巡る危機は、収

束に向かっているのでしょうか。

　「現時点では『危機が去った』と

は言えません。覚書合意によって戦

闘は停止し、イランもホルムズ海峡

の正常化に向けて今後�日間の無料

通行を示唆しています。しかし、米

国とイランの最終合意には核開発や

海峡管理など難しい課題が残ってお

り、協議が２０２６年いっぱい続く可能

性もあります。加えて、イスラエル

やレバノンを巡る緊張など、中東に

は依然として火種が残っています」

――原油価格は今後どうなるとみて

いますか。

　「大幅な下落は見込みにくいと考

えています。背景にあるのは、世界

的な石油在庫の低さです。ここ数カ

月で在庫が大きく取り崩され、市場

には余裕がありません。そのため、

地政学リスクに対する価格の反応が

以前より大きくなっています。当面

は一時的に価格が下がる場面があっ

ても、再び１バレル�ドル前後まで

戻り、その近辺で変動の大きい相場

が続く可能性が高いでしょう」

――中東依存度を下げることは現実

的に可能なのでしょうか。

　「簡単ではありません。米国など

からの調達拡大は進められています

が、商談成立から遠距離輸送を経て

日本到着まで時間もコストも余計に

かかります。また、日本の製油所は

中東産原油の処理を前提に設計され

ているため、輸入先を構造的に大き

く変えるには設備改修が必要です。

つまり、調達先を変えるためには、

物流や精製設備を含めた構造改革が

求められます。しかし、国内の石油

需要が減少する中で、その投資を民

間だけで担うのは難しく、政策的後

押しが欠かせません」

――エネルギー安全保障を強化する

には、どのような負担が必要になり

ますか。

　「調達先の多様化や設備投資、輸

送コストの増加など、一定のコスト

増は避けられません。脱炭素への投

資も同時に進める必要があります。

これからは『安いエネルギー』の追

求が難しい時代になっていくと思い

ます。安定供給や脱炭素という価値

に対して、社会全体でどの程度コス

トを負担するのか。その合意形成が

重要になってきます」

――世界では「エネルギー・ドミナ

ンス」（エネルギー分野の主導権）が

注目されています。

　「エネルギーは外交や安全保障を

左右しうる戦略物資です。米国は石

油・天然ガスを武器に国際競争力を

高め、中国は太陽光パネルや蓄電池、

レアアースなどクリーンエネルギー

分野で世界的な影響力を持っていま

す。さらにＡＩ時代では、大規模デ

ータセンターを支える安価で安定し

た電力の確保が国際競争力を左右し

ます。エネルギーを制する国が、産

業や経済の主導権も握る時代になり

つつあります」

――こうした変化を踏まえ、日本は

どのようなエネルギー戦略を目指す

べきでしょうか。

　「一つのエネルギー源に依存しな

い『ベストミックス』を実現するこ

とです。同時に、安全性を確保し、

国民理解を得た上で、原子力発電の

活用を図ることがカギとなります。

ホルムズ危機は、日本のエネルギー

政策の課題を改めて突きつけまし

た。地政学リスクが常態化し、エネ

ルギーが国家競争力を左右する時代

だからこそ、短期的な危機対応だけ

でなく、�年、�年先を見据えた国

家戦略としてエネルギー政策を再構

築することが求められています」

　

フ

ラ

ン

ス

東

部

エ

ビ

ア

ン

。

６

月

�

日

か

ら

３

日

間

、

主

要

７

カ

国

首

脳

会

議

（

Ｇ

７

）

サ

ミ

ッ

ト

が

開

催

さ

れ

た

。

首

脳

ら

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

情

勢

や

世

界

経

済

に

加

え

、

中

東

情

勢

が

エ

ネ

ル

ギ

ー

市

場

へ

及

ぼ

す

影

響

に

つ

い

て

協

議

し

た

。

Ｇ

７

で

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

安

全

保

障

が

改

め

て

前

面

に

浮

上

し

た

の

は

、

ロ

シ

ア

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

に

よ

る

世

界

的

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

危

機

以

来

だ

。

そ

れ

だ

け

ホ

ル

ム

ズ

海

峡

を

巡

る

緊

張

が

世

界

経

済

に

与

え

る

影

響

は

大

き

い

。

　

と

り

わ

け

、

こ

の

問

題

を

最

も

重

く

受

け

止

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

国

の

一

つ

が

日

本

だ

。

日

本

は

原

油

輸

入

の

約

９

割

を

中

東

に

依

存

し

、

そ

の

大

半

が

ホ

ル

ム

ズ

海

峡

を

通

る

。

ホ

ル

ム

ズ

依

存

度

は

各

国

の

中

で

も

突

出

し

た

水

準

だ

（

＝

グ

ラ

フ

参

照

）

。

一

方

、

米

国

は

シ

ェ

ー

ル

革

命

な

ど

に

よ

っ

て

生

産

量

が

拡

大

。

中

東

依

存

度

を

大

き

く

低

下

さ

せ

、

い

ま

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

輸

出

国

だ

。

欧

州

も

北

海

油

田

に

加

え

、

ア

フ

リ

カ

や

北

米

、

中

南

米

な

ど

へ

調

達

先

を

分

散

し

て

い

る

。

　

ア

ジ

ア

に

目

を

向

け

て

も

、

日

本

の

中

東

依

存

度

は

際

立

つ

。

中

国

は

世

界

最

大

の

原

油

輸

入

国

だ

が

、

ロ

シ

ア

が

最

大

の

供

給

国

で

、

中

東

に

加

え

ブ

ラ

ジ

ル

や

西

ア

フ

リ

カ

な

ど

調

達

先

を

広

げ

て

き

た

。

韓

国

も

米

国

や

南

米

か

ら

の

輸

入

を

増

や

し

て

き

た

。

　

そ

の

違

い

は

危

機

の

際

に

表

れ

る

。

原

油

価

格

が

上

昇

す

れ

ば

、

日

本

で

は

ガ

ソ

リ

ン

価

格

だ

け

で

な

く

、

電

気

料

金

や

物

流

費

に

も

波

及

し

、

企

業

収

益

や

家

計

を

直

撃

す

る

。

他

国

以

上

に

中

東

情

勢

が

国

内

経

済

を

左

右

す

る

構

造

だ

。
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著者に

書籍担当編集者からの一言

　私たちは、自分の中に小さな〝内なる声〟を持っ

ている。「このままでいいのか」「もっと自分らし

く生きたい」……その声に耳を傾け、現実と対話し、

「理想の自分像」を築き、自分の在り方を再構築す

る。�の演習シートに書き込み、考え、それを実行

することで、読者自身が変化し、自分を超えていく

ための一冊。 （下村　暢）

　

「

も

っ

と

自

分

ら

し

く

生

き

た

い

」

―

―

一

度

や

二

度

は

多

く

の

人

が

そ

う

願

っ

て

き

た

は

ず

。

だ

が

、

一

歩

前

に

踏

み

出

す

人

は

そ

う

多

く

は

な

い

。

本

書

は

、

セ

ル

フ

・

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

に

よ

っ

て

、

一

人

ひ

と

り

が

「

人

生

の

プ

ロ

」

に

な

る

た

め

の

道

筋

を

示

す

。

共

著

者

は

、

「

最

高

の

自

分

に

至

る

旅

は

�

歳

で

も

�

歳

で

も

何

歳

か

ら

で

も

ス

タ

ー

ト

で

き

る

」

と

断

言

す

る

。

おやま・かつあき　ペンシルバニ

ア州立テンプル大学大学院修了

（教育学修士）、早稲田大学卒業

（生体機能学専攻）。外資系Ｒ＆

Ｄ日本法人創設ボードメンバー。

代表取締役、国際本部理事などを

歴任。外資退社後、ＧＬＣの理念

に共鳴し活動に参加。エグゼクテ

ィブ対象リーダーシップ養成研修

や営業部門長向けリーダーシップ

養成研修などに従事。認知行動コ

ーチ、認定ナラティブコーチ。

ふじい・よしひこ　交換留学生と

して渡米し、スタンフォード大学

経済学部卒業。帰国後、慶應義塾

大学経済学部卒業。カネボウに入

社し、営業に�年間従事し企画部

長。外資系日本法人社長を経て、

ガンガー総合研究所（ＧＲＩ）設

立。２０１１年にグローバル・リーダ

ーシップ・コーチング協会（ＧＬ

Ｃ）を設立し、エグゼクティブコ

ーチングやグローバルリーダー育

成に力を注ぐ。

■

自

身

が

変

化

し

て

い

く

本

　

日

本

が

再

び

力

を

取

り

戻

せ

る

か

ど

う

か

は

、

一

人

ひ

と

り

が

「

自

分

の

人

生

を

リ

ー

ド

す

る

覚

悟

」

を

持

て

る

か

に

か

か

っ

て

い

る

―

―

夢

を

持

ち

、

自

分

の

力

を

生

か

し

、

互

い

の

違

い

を

尊

重

し

な

が

ら

「

自

分

ら

し

さ

」

を

発

揮

す

る

人

を

増

や

し

た

い

と

共

著

者

の

藤

井

義

彦

氏

は

２

０

１

１

年

、

一

般

社

団

法

人

「

グ

ロ

ー

バ

ル

・

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

・

コ

ー

チ

ン

グ

協

会

」

（

Ｇ

Ｌ

Ｃ

）

を

設

立

し

た

。

　

Ｇ

Ｌ

Ｃ

設

立

以

来

、

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

・

リ

ー

ダ

ー

養

成

講

座

や

コ

ー

チ

ン

グ

な

ど

を

積

み

重

ね

、

そ

の

集

大

成

と

し

て

２

０

２

４

年

、

『

リ

ー

ダ

ー

の

誓

い

』

（

生

産

性

労

働

情

報

セ

ン

タ

ー

）

を

発

刊

。

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

の

５

要

諦

と

自

己

を

高

め

る

道

筋

を

示

し

、

多

く

の

読

者

か

ら

好

意

的

な

反

響

が

あ

っ

た

。

一

方

で

、

「

理

解

し

て

も

実

践

し

続

け

る

こ

と

が

難

し

い

。

日

々

の

歩

み

方

を

も

っ

と

詳

し

く

知

り

た

い

」

と

の

声

も

寄

せ

ら

れ

た

と

い

う

。

　

そ

れ

が

本

書

の

執

筆

動

機

だ

。

本

書

で

は

、

５

要

諦

を

基

盤

に

、

人

生

の

目

的

設

定

か

ら

行

動

力

、

心

身

統

合

、

ゾ

ー

ン

体

験

、

精

神

性

の

成

長

ま

で

を

段

階

的

な

ス

テ

ッ

プ

と

演

習

シ

ー

ト

に

よ

っ

て

体

系

化

し

た

。

「

読

む

だ

け

で

終

わ

る

本

で

は

な

い

。

書

き

、

考

え

、

実

行

す

る

こ

と

で

、

あ

な

た

自

身

が

変

化

し

て

い

く

本

」

と

位

置

づ

け

て

い

る

。

■

演

習

シ

ー

ト

で

実

践

後

押

し

　

本

書

は

、

「

時

代

は

あ

な

た

に

〝

目

覚

め

〟

を

求

め

て

い

る

」

「

内

な

る

自

分

が

、

あ

な

た

を

導

く

」

「

『

最

高

の

自

分

』

へ

の

ロ

ー

ド

マ

ッ

プ

」

「

成

功

を

引

き

寄

せ

る

〝

見

え

な

い

力

〟

」

「

自

分

を

超

え

た

先

に

あ

る

未

来

」

の

５

章

と

補

章

「

『

自

己

肯

定

感

を

高

め

る

』

セ

ル

フ

・

コ

ー

チ

ン

グ

」

で

構

成

。

章

ご

と

に

藤

井

氏

に

よ

る

コ

ラ

ム

記

事

が

理

解

を

促

し

、

も

う

一

人

の

共

著

者

・

小

山

克

明

氏

が

担

っ

た

演

習

シ

ー

ト

（

計

�

）

が

実

践

を

後

押

し

す

る

。

　

本

書

で

は

、

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

を

「

自

分

の

言

葉

で

ビ

ジ

ョ

ン

を

語

り

、

自

他

に

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

影

響

力

を

発

揮

す

る

行

為

。

そ

の

目

的

は

、

最

終

的

に

成

果

に

向

か

っ

て

フ

ォ

ロ

ワ

ー

が

自

ら

主

体

的

に

行

動

す

る

こ

と

で

あ

る

」

と

定

義

。

　

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

は

「

セ

ル

フ

・

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

」

「

エ

ク

ス

テ

リ

ア

・

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

」

に

大

別

で

き

、

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

の

５

要

諦

と

し

て

①

ビ

ジ

ョ

ン

（

夢

・

高

い

志

）

②

戦

略

・

価

値

創

造

力

③

真

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

力

④

実

行

力

⑤

人

間

力

―

―

を

策

定

。

藤

井

氏

は

「

長

年

経

営

者

層

の

メ

ン

タ

ー

・

コ

ー

チ

を

務

め

て

き

た

が

、

そ

の

実

体

験

か

ら

欧

米

で

も

日

本

で

も

東

西

を

問

わ

ず

、

す

べ

て

の

経

営

者

層

の

ビ

ジ

ネ

ス

上

の

課

題

は

５

要

諦

に

包

含

さ

れ

る

」

と

指

摘

す

る

。

■

「

最

高

の

自

分

」

へ

の

６

ス

テ

　

ッ

プ

　

「

最

高

の

自

分

」

へ

の

ロ

ー

ド

マ

ッ

プ

と

し

て

、

「

決

意

す

る

」

↓

「

自

己

を

知

る

」

↓

「

人

生

の

目

的

を

設

定

す

る

」

↓

「

戦

略

と

決

断

」

↓

「

実

行

」

↓

「

人

間

力

／

人

間

性

」

の

６

ス

テ

ッ

プ

を

示

す

。

最

初

に

「

人

生

の

プ

ロ

」

に

な

る

と

決

意

す

る

こ

と

が

必

要

と

強

調

。

「

自

分

自

身

の

人

生

に

責

任

を

取

れ

」

「

『

株

式

会

社

あ

な

た

』

の

社

長

は

あ

な

た

だ

」

と

説

き

、

ス

テ

ッ

プ

ご

と

の

具

体

的

な

取

り

組

み

を

解

説

す

る

。

　

第

４

章

で

は

、

「

人

間

が

最

も

高

い

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

を

発

揮

で

き

る

心

身

の

状

態

」

で

あ

る

「

ゾ

ー

ン

」

に

入

る

方

法

を

説

明

。

「

ゾ

ー

ン

」

は

「

『

内

な

る

自

分

』

を

見

つ

け

る

旅

」

で

あ

り

、

人

間

性

・

精

神

性

を

高

め

、

「

自

他

の

境

界

が

消

え

、

全

て

が

一

つ

に

な

る

境

地

」

が

本

書

の

最

終

目

標

だ

と

い

う

。

■

英

訳

版

も

展

望

　

本

書

は

、

前

半

３

章

と

後

半

２

章

で

読

後

感

が

多

少

異

な

る

。

藤

井

氏

に

よ

れ

ば

、

前

半

は

現

役

世

代

、

後

半

は

定

年

後

の

世

代

を

意

識

し

て

執

筆

し

た

と

い

う

。

「

可

能

な

ら

ば

３

回

読

ん

で

ほ

し

い

。

修

羅

場

を

く

ぐ

っ

て

�

歳

代

に

な

っ

た

人

間

が

こ

れ

ま

で

を

振

り

返

っ

て

書

い

た

本

。

だ

か

ら

読

者

は

経

験

に

よ

っ

て

読

み

方

が

異

な

る

だ

ろ

う

」

と

話

す

。

　

Ｇ

Ｌ

Ｃ

の

後

継

者

が

小

山

氏

。

小

山

氏

は

「

５

要

諦

な

ど

エ

ッ

セ

ン

ス

は

グ

ロ

ー

バ

ル

に

通

用

す

る

」

と

指

摘

。

本

書

の

英

訳

版

を

作

成

し

、

そ

れ

を

も

と

に

し

た

セ

ミ

ナ

ー

開

催

も

展

望

す

る

。

本

書

タ

イ

ト

ル

の

「

自

分

を

超

え

て

い

く

」

に

つ

い

て

は

、

「

自

分

を

否

定

す

る

こ

と

で

は

な

く

、

今

日

の

自

分

か

ら

半

歩

前

に

進

む

こ

と

。

そ

の

積

み

重

ね

が

、

や

が

て

人

生

を

、

そ

し

て

社

会

を

静

か

に

変

え

て

い

く

」

と

記

す

。

　

自

分

を

見

つ

め

直

し

、

行

動

を

促

し

、

自

己

肯

定

感

を

高

め

ら

れ

る

一

冊

だ

。
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企

業

の

新

規

事

業

を

包

括

的

に

支

援

・

共

創

す

る

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

で

第

５

回

日

本

サ

ー

ビ

ス

大

賞

の

「

優

秀

賞

」

と

「

審

査

員

特

別

賞

」

を

ダ

ブ

ル

受

賞

し

た

Ｒ

ｅ

ｌ

ｉ

ｃ

（

レ

リ

ッ

ク

）

代

表

取

締

役

Ｃ

Ｅ

Ｏ

、

北

嶋

貴

朗

氏

は

、

生

産

性

新

聞

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

応

じ

た

。

生

成

Ａ

Ｉ

時

代

の

日

本

企

業

の

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

加

速

さ

せ

、

グ

ロ

ー

バ

ル

で

勝

て

る

事

業

を

共

創

す

る

こ

と

を

目

指

す

考

え

を

明

ら

か

に

し

た

。

北嶋　貴朗（きたじま・たかあき）

　慶應義塾大学卒業後、組織変革や新規

事業に特化したベンチャーファームを経

てＤｅＮＡに入社。新規事業開発や事業

戦略／事業企画の立案、大企業とのオー

プンイノベーションの責任者として数々

の事業の創出から成長までを担う責任者

を歴任。２０１５年にＲｅｌｉｃを創業。�

年９月、持株会社体制に移行し、Ｒｅｌ

ｉｃホールディングスの代表も務める。

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

タ

ン

ド

Ｔ

ｕ

ｋ

Ｔ

ｕ

ｋ

の

イ

メ

ー

ジ

■

新

規

事

業

開

発

を

伴

走

支

援

　

Ｒ

ｅ

ｌ

ｉ

ｃ

は

、

Ｓ

ａ

ａ

Ｓ

型

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

「

Ｔ

ｈ

ｒ

ｏ

ｔ

ｔ

ｌ

ｅ

（

ス

ロ

ッ

ト

ル

）

」

、

Ｓ

ａ

ａ

Ｓ

型

ク

ラ

ウ

ド

フ

ァ

ン

デ

ィ

ン

グ

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

「

Ｅ

Ｎ

ｊ

ｉ

Ｎ

Ｅ

（

エ

ン

ジ

ン

）

」

、

事

業

ア

イ

デ

ア

創

出

Ｓ

ａ

ａ

Ｓ

「

Ｉ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｔ

Ｉ

Ｏ

Ｎ

　

Ｃ

ｌ

ｏ

ｕ

ｄ

（

ア

イ

デ

ィ

エ

ー

シ

ョ

ン

ク

ラ

ウ

ド

」

、

出

島

共

創

ス

キ

ー

ム

「

Ｄ

Ｕ

Ａ

Ｌ

ｉ

ｉ

（

デ

ュ

ア

リ

ー

）

」

を

中

心

に

、

新

規

事

業

開

発

を

共

創

型

で

包

括

的

に

伴

走

支

援

し

て

い

る

。

　

ス

ロ

ッ

ト

ル

は

、

新

規

事

業

創

出

プ

ロ

グ

ラ

ム

や

社

内

ベ

ン

チ

ャ

ー

制

度

、

オ

ー

プ

ン

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

や

ア

ク

セ

ラ

レ

ー

シ

ョ

ン

プ

ロ

グ

ラ

ム

な

ど

を

含

む

、

す

べ

て

の

新

規

事

業

開

発

や

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

創

出

の

た

め

の

活

動

に

最

適

化

さ

れ

た

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

で

、

大

手

企

業

で

利

用

が

増

え

て

い

る

。

　

エ

ン

ジ

ン

は

、

初

期

費

用

ゼ

ロ

円

で

ス

ピ

ー

デ

ィ

に

自

社

ク

ラ

ウ

ド

フ

ァ

ン

デ

ィ

ン

グ

サ

イ

ト

を

構

築

で

き

る

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

で

、

日

本

の

強

み

で

あ

る

エ

ン

タ

メ

コ

ン

テ

ン

ツ

が

、

国

内

外

か

ら

資

金

を

調

達

す

る

成

功

例

も

出

て

い

る

。

　

ア

イ

デ

ィ

エ

ー

シ

ョ

ン

ク

ラ

ウ

ド

は

、

世

界

中

の

資

金

調

達

済

み

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

の

成

功

事

例

を

集

約

し

た

フ

ァ

ク

ト

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

と

、

自

社

が

こ

れ

ま

で

に

蓄

積

し

て

き

た

知

見

や

ノ

ウ

ハ

ウ

を

掛

け

合

わ

せ

て

構

築

し

た

新

規

事

業

開

発

Ａ

Ｉ

を

元

に

、

簡

単

に

成

功

率

が

高

い

事

業

ア

イ

デ

ア

を

考

え

る

。

「

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

フ

ァ

ー

ム

に

依

頼

す

る

よ

り

も

、

低

価

格

で

ス

ピ

ー

ド

の

あ

る

事

業

開

発

が

可

能

だ

」

。

　

デ

ュ

ア

リ

ー

は

大

企

業

の

新

規

事

業

開

発

に

お

け

る

推

進

力

や

検

証

ス

ピ

ー

ド

の

課

題

を

解

消

す

る

た

め

に

設

計

さ

れ

た

出

島

共

創

ス

キ

ー

ム

だ

。

顧

客

に

代

わ

り

Ｒ

ｅ

ｌ

ｉ

ｃ

が

「

代

理

検

証

・

代

理

運

営

」

の

立

場

で

、

事

業

主

体

と

し

て

の

機

能

を

一

気

通

貫

で

担

う

。

企

業

や

マ

ン

シ

ョ

ン

に

設

置

す

る

無

人

コ

ン

ビ

ニ

の

「

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

タ

ン

ド

Ｔ

ｕ

ｋ

Ｔ

ｕ

ｋ

」

を

事

業

化

す

る

な

ど

、

成

功

例

が

生

ま

れ

て

い

る

。

仮

に

う

ま

く

い

か

な

か

っ

た

と

し

て

も

、

人

材

や

ノ

ウ

ハ

ウ

が

社

内

に

蓄

積

さ

れ

る

メ

リ

ッ

ト

が

あ

る

。

　

北

嶋

氏

は

「

既

存

事

業

は

い

ず

れ

衰

退

し

て

い

く

。

日

本

企

業

が

今

後

、

持

続

的

に

成

長

し

、

生

存

し

て

い

く

こ

と

を

可

能

に

す

る

に

は

、

新

し

い

事

業

に

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

」

と

話

す

。

し

か

し

現

実

は

、

社

内

に

新

規

事

業

の

経

験

者

は

乏

し

く

、

ノ

ウ

ハ

ウ

・

知

見

も

蓄

積

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

が

多

い

。

■

属

人

的

な

コ

ン

サ

ル

の

限

界

　

北

嶋

氏

は

新

卒

で

入

社

し

た

ベ

ン

チ

ャ

ー

企

業

が

、

リ

ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク

で

経

営

危

機

に

陥

っ

た

経

験

が

あ

る

。

既

存

事

業

が

崩

れ

た

こ

と

が

大

き

く

響

い

た

。

新

規

事

業

の

立

ち

上

げ

に

取

り

組

も

う

と

し

た

が

、

う

ま

く

い

か

な

か

っ

た

。

　

「

日

本

企

業

に

は

ゼ

ロ

か

ら

イ

チ

を

つ

く

る

こ

と

に

長

け

て

い

る

人

材

は

乏

し

く

、

ノ

ウ

ハ

ウ

も

体

系

化

さ

れ

て

い

な

い

」

こ

と

を

痛

感

し

た

。

新

規

事

業

の

経

験

を

体

系

的

に

積

み

た

い

と

考

え

、

新

規

事

業

を

専

門

に

手

掛

け

る

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

フ

ァ

ー

ム

に

転

職

し

た

。

　

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

と

い

う

立

場

で

様

々

な

企

業

を

見

て

き

た

が

、

一

方

で

そ

の

限

界

も

感

じ

た

。

「

属

人

的

な

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

だ

け

で

は

、

広

く

あ

ま

ね

く

、

日

本

企

業

に

対

し

て

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

起

こ

す

力

を

実

装

す

る

〝

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

民

主

化

〟

を

実

現

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

」

。

　

２

０

１

３

年

、

新

規

事

業

や

オ

ー

プ

ン

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

て

い

る

メ

ガ

ベ

ン

チ

ャ

ー

の

Ｄ

ｅ

Ｎ

Ａ

に

参

画

し

、

新

規

事

業

の

責

任

者

を

担

当

し

た

。

「

様

々

な

立

場

で

新

規

事

業

に

向

き

合

い

、

自

分

な

り

に

体

系

化

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

」

。

そ

し

て

２

年

後

、

高

校

生

の

時

か

ら

抱

い

て

い

た

起

業

に

挑

戦

す

る

夢

を

実

行

に

移

し

た

。

■

資

金

調

達

の

課

題

克

服

　

起

業

し

た

ば

か

り

の

頃

は

資

金

調

達

に

苦

心

す

る

こ

と

も

あ

っ

た

。

自

分

た

ち

の

よ

う

な

伴

走

者

が

不

要

な

状

態

を

作

る

た

め

に

、

事

業

開

発

の

伴

走

支

援

で

稼

い

だ

資

金

を

プ

ロ

ダ

ク

ト

に

投

資

し

て

お

り

、

開

発

投

資

が

嵩

む

こ

と

は

避

け

ら

れ

な

か

っ

た

。

事

業

で

稼

い

だ

資

金

と

デ

ッ

ト

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

だ

け

で

、

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

サ

ー

ビ

ス

と

プ

ロ

ダ

ク

ト

開

発

の

両

方

を

伸

ば

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

。

　

資

金

が

必

要

に

な

っ

た

時

に

、

政

府

系

金

融

機

関

か

ら

「

資

本

性

劣

後

ロ

ー

ン

」

を

借

り

て

救

わ

れ

た

経

験

を

生

か

し

、

オ

ー

プ

ン

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

デ

ッ

ト

と

呼

ば

れ

る

新

し

い

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

を

独

自

開

発

し

た

。

包

括

的

な

業

務

提

携

・

協

業

と

私

募

ハ

イ

ブ

リ

ッ

ド

社

債

の

引

受

け

を

組

み

合

わ

せ

た

手

法

だ

。

困

難

の

中

か

ら

資

金

調

達

の

課

題

解

決

の

糸

口

を

見

い

だ

し

た

。

■

生

成

Ａ

Ｉ

登

場

は

チ

ャ

ン

ス

　

生

成

Ａ

Ｉ

の

登

場

に

よ

っ

て

、

Ｓ

ａ

ａ

Ｓ

の

省

人

化

が

可

能

に

な

る

こ

と

か

ら

、

「

Ｓ

ａ

ａ

Ｓ

　

ｉ

ｓ

　

ｄ

ｅ

ａ

ｄ

（

サ

ー

ズ

の

役

割

は

終

わ

っ

た

）

」

論

が

広

が

っ

て

い

る

が

、

北

嶋

氏

は

そ

れ

を

否

定

す

る

。

「

生

成

Ａ

Ｉ

の

登

場

で

、

プ

ロ

ダ

ク

ト

で

で

き

る

部

分

が

広

が

り

、

理

想

の

形

へ

と

近

づ

い

て

い

る

。

Ｒ

ｅ

ｌ

ｉ

ｃ

に

と

っ

て

は

逆

に

チ

ャ

ン

ス

だ

」

。

　

一

方

で

、

人

間

が

行

っ

て

い

た

サ

ー

ビ

ス

を

、

プ

ロ

ダ

ク

ト

だ

け

で

解

決

す

る

ま

で

に

仕

上

げ

て

い

く

こ

と

は

そ

う

簡

単

で

は

な

い

。

「

人

が

活

動

す

る

部

分

を

ゼ

ロ

に

で

き

る

プ

ロ

ダ

ク

ト

・

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

を

生

み

出

す

こ

と

が

究

極

の

理

想

だ

が

、

難

易

度

は

非

常

に

高

い

。

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

領

域

は

プ

ロ

ダ

ク

ト

で

で

き

る

の

か

、

人

と

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

が

行

う

分

野

を

ど

こ

で

線

引

き

す

る

の

か

、

試

行

錯

誤

し

な

が

ら

や

っ

て

い

る

」

。

　

今

後

の

展

望

に

つ

い

て

、

北

嶋

氏

は

「

今

の

プ

ロ

ダ

ク

ト

を

磨

き

、

ラ

イ

ン

ア

ッ

プ

を

増

や

す

こ

と

も

視

野

に

入

れ

て

い

る

。

全

国

�

都

道

府

県

に

拠

点

が

あ

り

、

大

企

業

を

始

め

、

全

国

の

中

堅

中

小

企

業

に

も

提

供

し

て

、

〝

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

民

主

化

〟

を

進

め

た

い

。

日

本

発

で

、

グ

ロ

ー

バ

ル

で

勝

て

る

事

業

を

生

み

出

す

よ

う

な

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

を

目

指

す

」

と

意

欲

を

示

し

て

い

る

。
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